




 

 進行性筋ジストロフィー症(DMP)は臨床像、遺伝形式からいくつかに分類され

るが、その予後はそれぞれ異なる。予後が異なることは有効な治療法のない現

在患者の将来を推定する上で早期に型別を診断することが重要である。さらに、

PMD と近緑の神経筋疾患との鑑別もまた重要である。 

 われわれは 48 年よりこれら神経筋疾患患者の筋生検を行い、その得られた筋

標本の組織化学的研究ならびに一部に電子顕微鏡レベルでの検索を行ってきた。

これらの研究は神経筋疾患の筋組織学的病型分類の確立と同時に PMD の本態の

解明を目的としている。 


